
HAJL10期言語能力記述文 2026/5/26

レベル
＜ｶﾘｷｭﾗﾑ

＞

レベル

＜ｶﾘｷｭﾗﾑ

＞

教材

＜Can do＞

レベル

＜言語活動＞

全体的な尺度
Can do

＜言語活動＞

聞く
Can do

＜言語活動＞

読む
Can do

＜言語活動＋方略＞

話す（やり取り）
Can do

＜言語活動＞

話す（発表）
Can do

＜言語活動＋方略＞

書く
Can do

１ － － Pre A1 ー ー ー

1. 自分のことや日常生活に関することについて、ごく短くて簡単な
言葉を使った質問であれば、ジェスチャーの助けを使って、答えた
り質問したりすることができる。
2. 自分に関わるごく身近な話題について、相手が非常にゆっくり話
し、さらに繰り返したり、言い換えたりしてくれたら、簡単なやり
取りをすることができる。
3. 相手の言ったことを理解しているかどうかを言葉や表情、動作で
伝えることができる。

ー ー

２ 初級１
『つなぐに
ほんご 初
級１』

A1

自分に関すること、日常生活で自分が必要なことについて、聞かれ
たことに答えたり、指示の通りに行動したり、わからないことを簡
単な文や単語で質問したりすることがなんとかできる。日常生活の
ごく簡単な挨拶や親交を深めるためのごく簡単なやり取り（会話）
ができる。

1. ごく基礎的な語句でゆっくりとはっきりと話される、ごく身近な
話題について、基本的な語句や表現を聞き取ることができる。
2. ごく基礎的な語句でゆっくりとはっきりと話される、指示や短い
簡単な説明を理解することができる。

1. ごく平易な語句を使って書かれた、日常生活に関する非常に短い
文章を読んで、一節ずつならなんとか理解することができる。
2. ごく簡単な文字情報から、必要最低限のことがわかる。（例：メ
ニュー、時刻表、料金表、お知らせなど）					

1. 自分に関わるごく身近な話題について、相手がゆっくり話し、さ
らに繰り返したり、言い換えたりしてくれたら、簡単なやり取りを
することができる。

1. 自分が何をしているか、どんなところに住んでいるかなどについ
て、簡単な語句や文を続けて、なんとか伝えることができる。

1. 名前や国籍、住所といった個人のデータを指定されたフォーマッ
トに書き込むことができる。
2. 例えば、自分のことや、身の回りの人のことなどについて、短い
簡単な文を続けて書くことができる。

３ 初級２

『つなぐ

ほんご 初

級２』

A2

ごく基本的な個人情報や家族情報、買い物、近所、仕事など、直接
的関係がある日常生活の複雑ではない事柄について、やり取りをし
たり、簡単に説明したりすることができる。また、日常生活に関す
る簡単な内容の話やお知らせなどを聞いたり、読んだりすることが
できる。日常生活に関する簡単な内容を伝えるメールを読んだり、
書いたりすることができる。簡単で日常的な範囲なら、身近で日常
の事柄についての情報交換をすることができる。

1. 基礎的な語句や表現でゆっくりとはっきりと話される、日常生活
の身近な話題について、知らない言葉があったとしても、内容を理
解することができる。
2. 日常生活での短い簡単な指示や説明の内容を聞き取ることができ
る。

1. 日常的によく使われる語句で書かれた、日常生活に関する具体的
で身近な話題の平易な文章を読んで、理解することができる。
（例：簡単な記事、メール文、エッセイなど）
2. 簡単な文字情報から、必要な情報を得ることができる。（例：広
告、注意書き、お知らせなど）

1. もし必要な場合に相手が助けてくれれば、日常生活の中で必要な
情報や身近な話題について、簡単なやり取りをすることができる。
自分から会話を始め、続け、終えることができる。
2. 自己紹介、挨拶、お礼など、人間関係を作るための簡単なやり取
りをすることができる。

1. 日常生活のことや経験したことについて、ごく簡単に伝えたり、
短い簡単なプレゼンテーションをしたりすることができる。
2. 話し終えた後、ごく簡単な質問に答えることができる。

1. 日常生活のことや経験したこと、過去の出来事（例えば、人物や
場所、仕事や学習など）について、簡単な接続詞を使うなどしてつ
ながりのある文を書くことができる。

４ 中級１

『人と社
会をつな
ぐ日本語
中級』

Unit 0〜

Unit 2

B1-1

生活、学校、仕事などの日常生活で出合うような身近な話題につい
てやり取りをすることができる。
一般的な話題について知っている事柄に関する内容であれば聞いた
り読んだりしたことの概要を理解することができ、それを伝えるこ
とができる。また、理解したことについて、簡単に意見を述べた
り、なんとか意見交換をしたりすることができる。
身近な日常の事柄について簡単に情報交換をすることができる。

1. 仕事・学校・娯楽などの日常生活で出合う事柄について、知らな
い言葉があったとしても、その内容を理解することができる。文字
や映像などの視覚情報を伴った日常的・一般的な話題に関する話の
内容を理解することができる。
2. 簡単な指示や説明を聞いて、内容を理解することができる。

1. 日常的な話題に関する論旨が明快な文章、また、知見のある分野
や興味の範囲内の文章を読んで、なんとか内容を理解することがで
きる。
2. 日常的・一般的な話題に関する文字情報から、必要な情報を得た
り、重要な点を取り出すことができる。（例：学校や会社などの案
内、パンフレット、ホームページなど）

1. 相手がわかりやすくはっきり話してくれれば、身近で個人的関心
のある事柄や日常生活に関連する話題について、やり取りをするこ
とができる。自分から会話を始め、続け、終えることができる。
2. 相手が言ったことが十分理解できない場合、詳しい説明をするよ
うに求めることができる。

1. 自分が関心がある話題やよく知っている話題について、簡単に説
明したり、短いプレゼンテーションをしたりすることができる。ま
た、自分の考えや意見を簡単に述べることができる。
2. 話し終えた後、簡単な質問であれば答えることができる。

1. 自分が関心がある話題やよく知っている話題について、感じたこ
とや考えたことなどを表す簡単な文章を書くことができる。
2. 自分に関連のある簡単な問い合わせやお知らせなどに関するメー
ル等のメッセージを書くことができる。

５ 中級２

『人と社
会をつな

ぐ日本語

中級』
Unit 3〜

Unit 5

B1-2

生活、学校、仕事などの日常生活で出合うような身近な話題につい
て楽にやり取りをし、対処することができる。
一般的、社会的な話題について聞いたり読んだりしたことの概要を
理解することができ、それを伝えることができる。また、理解した
ことについて、意見を述べたり、意見交換をしたりすることができ
る。
日常の事柄について情報交換をすることができる。

1. 仕事、学校、娯楽などの日常生活で出合う事柄について、知らな
い言葉があったとしても、その要点を理解することができる。文字
や映像などの視覚情報を伴った一般的・社会的な話題に関する話の
内容を理解することができる。
2. 指示や説明を聞いて、内容や要点を理解することができる。

1. 日常的・一般的・文化的な話題に関する論旨が明快な文章、ま
た、知見のある分野や興味の範囲内の文章を読んで、内容を理解す
ることができる。
2. 日常的・一般的な話題に関する長い文章や統計資料にざっと目を
通し、必要な情報が収集できる。（例：調査資料など）

1. 身近で個人的関心のある事柄や日常生活に関連する話題につい
て、やり取りをすることができる。やり取りに途中からでも加わる
ことができる。
2. 非日常的な事柄（例えば苦情を言う、無理なお願いをするなど）
について、問題を解決するために、やり取りをすることができる。

1. 自分が関心のある日常的・一般的な話題について、聞き手にスト
レスを与えない程度の聞き取りやすさで、簡単に意見を述べたり、
順序だてて説明したり、簡単なプレゼンテーションをしたりするこ
とができる。
2. 話し終えた後、質問に答えることができる。

1. 日常的・一般的な話題について、自分が感じていることや考えて
いることなどを表す簡単な文章を書くことができる。
2. 日常的・一般的な話題について、簡単に説明する文章を書くこと
ができる。必要があれば、資料を活用することができる。

６ 上級１

『人と社
会をつな
ぐ日本語

上級』
Unit 0〜

Unit 2

B2–1

一般的、社会的な話題、専門的な話題、抽象的な話題について聞い
たり読んだりして要点をおおよそ理解することができる。また、.

一般的・社会的な話題について、その内容を詳しく説明して情報交
換をしたり、意見交換をしたり、プレゼンテーションをしたり、論
理的な文章を書いたりすることができる。また、専門的な話題や抽
象的な話題について、よく知っている内容であれば、聞いたり読ん
だりして理解することができ、自分の考えを述べたり、意見交換し
たり、短い論理的な文章を書いたりすることができる。

1. 抽象的な話題でも具体的な話題でも、内容的にも言語的にもかな
り複雑な話の要点を理解できる。
2. 文字や映像などの視覚情報を伴った報告やニュース、学問的・専
門的なプレゼンテーションの要点を理解することができる。また、
事柄に対する話し手の視点も汲み取ることができる。

1. 一般的・社会的な話題、専門的な話題について書かれた論旨が明
快な文章を読んで、内容を理解することができる。
2. 筆者の立場や視点から取り上げた、主張のはっきりした論理的な
文章の主要な結論を理解し、重要な点を取り出すことができる。

1. 一般的・社会的な話題、専門的な話題について、その内容を詳し
く説明して情報交換をしたり、やり取りをすることができる。抽象
的な話題についても、限定的ではあるがやり取りをすることができ
る。
2. 日常・非日常的な議論に積極的に参加し、意見交換をすることが
できる。コメントしたり説明したりして、やり取りをすることがで
きる。
3. 知っている言い回しを使って、自分の考えを言葉にするまでの間
（ま）を保つことができる。（例：「そうですね…」「えーっと
…」など）

1. 自分が関心のある一般的・社会的な話題、専門的な話題につい
て、聞き手に配慮した話し方で、論点を明確かつ詳細に述べたり説
明したり、プレゼンテーションをしたりすることができる。
2. 関連事例を挙げて、主張を説明したり、他の見方も示しながら、
自分の見解を展開したりして、話を続けることができる。
3. 一連の質問に、ある程度流暢に自然に対応ができる。

1. 一般的・社会的な話題、専門的な話題について、根拠を提示し、
さらに反対意見を検討した上で、説得力のある意見文を書くことが
できる。
2. 一般的・社会的な話題、専門的な話題について、いろいろなとこ
ろから集めた情報や議論をまとめて、客観的で論理的な文章を書く
ことができる。

７ 上級２

『人と社

会をつな
ぐ日本語

上級』

Unit 3〜

Unit 5

B2–2

一般的、社会的な話題および専門的な話題、抽象的な話題について
聞いたり読んだりして要点を理解することができる。また、一般
的・社会的・専門的な話題について、その内容を詳しく説明して情
報交換をしたり、意見交換をしたり、論理的に述べたり、プレゼン
テーションをしたり、客観的で論理的な文章を書いたりすることが
できる。抽象的な話題についても、複雑な内容でなければ、聞いた
り読んだりして理解したことについて述べたり、意見交換したり、
短い論理的な文章を書いたりすることができる。

1. 抽象的な話題でも具体的な話題でも、内容的にも言語的にもかな
り複雑な話の要点を理解できる。
2. 文字や映像などの視覚情報を伴った報告やニュース、学問的・専
門的なプレゼンテーションの要点を理解することができる。また、
事柄に対する話し手の視点も汲み取ることができる。

1. 一般的・社会的な話題、専門的な話題について書かれた論旨が明
快な文章を読んで、内容を理解することができる。
2. 筆者の立場や視点から取り上げた、主張のはっきりした論理的な
文章の主要な結論を理解し、重要な点を取り出すことができる。

1. 一般的・社会的な話題、専門的な話題について、その内容を詳し
く説明して情報交換をしたり、やり取りをすることができる。抽象
的な話題についても、限定的ではあるがやり取りをすることができ
る。
2. 日常・非日常的な議論に積極的に参加し、意見交換をすることが
できる。コメントしたり説明したりして、やり取りをすることがで
きる。
3. 知っている言い回しを使って、自分の考えを言葉にするまでの間
（ま）を保つことができる。（例：「そうですね…」「えーっと
…」など）

1. 自分が関心のある一般的・社会的な話題、専門的な話題につい
て、聞き手に配慮した話し方で、論点を明確かつ詳細に述べたり説
明したり、プレゼンテーションをしたりすることができる。
2. 関連事例を挙げて、主張を説明したり、他の見方も示しながら、
自分の見解を展開したりして、話を続けることができる。
3. 一連の質問に、ある程度流暢に自然に対応ができる。

1. 一般的・社会的な話題、専門的な話題について、根拠を提示し、
さらに反対意見を検討した上で、説得力のある意見文を書くことが
できる。
2. 一般的・社会的な話題、専門的な話題について、いろいろなとこ
ろから集めた情報や議論をまとめて、客観的で論理的な文章を書く
ことができる。

８ 上級３

『ニュー
ス

検定』

１〜２巡
目

B2–3

社会問題や時事問題、専門的な話題などの幅広い話題や抽象的な話
題について会話や議論の流れを概ね理解し、熟達した日本語話者と
なんとか対話することができる。論理的に意見を述べたりプレゼン
テーションをしたりすることができる。
社会問題や時事問題、専門的な話題について書かれたやや複雑な文
章や抽象度の高い文章、および心情を表す文章を読んで概ね理解が
できる。また、幅広い話題について論理的な文章を書くことができ
る。

1. 個人間、社会、学問、職業の世界で通常出合う話題について、長
い会話や議論の複雑な流れを理解することができる。大抵のニュー
スや時事問題の内容も分かる。
2. スライドや映像などからの情報を得ながら、専門的な分野につい
ての説明、報告、プレゼンテーションを聞いて、知らない語句や内
容があっても、概要を聞き取り、理解することができる。また、話
し手の視点や事柄に対する姿勢も汲み取ることができる。

1. 社会問題や時事問題、専門的な話題について書かれた新聞記事、
論説、評論など、やや複雑な文章や抽象度の高い文章を読んで、適
切な参考資料を必要に応じて選んで使いながら、文章の構成をふま
えて内容を理解することができる。
2. さまざまな話題の内容に深みがある読み物や心情を表す文章を読
んで、文脈や詳細な表現意図をおおよそ理解することができる。

1. 社会問題や時事問題、専門的な話題などの幅広い話題について、
対話することができる。
2. 自分の意見を明確に表現し、説得力のある議論をすることができ
る。途中からでも議論に加わることができる。
3. 場の雰囲気を壊さずに発言権を取って、会話を始め、続け、終え
ることができる。

1. 社会問題や時事問題、専門的な話題などの幅広い話題について、
明確かつ論理的に述べたりプレゼンテーションをしたりすることが
できる。
2. どのような質問に対しても十分対応できる。

1. 社会問題や時事問題、専門的な話題などの幅広い話題について、
明瞭で詳細な説明文を書くことができる。
2. 論拠、論点を整然と展開して、複数の見解を相互に関連付け、小
論文やレポートを書くことができる。

９ 上級４

『ニュー

ス
検定』

３〜５巡

目

B2–4

社会問題や時事問題、専門的な話題などの幅広い話題や抽象的な話
題について長い会話や議論の流れを理解し、熟達した日本語話者と
対話することができる。明確かつ論理的に述べたりプレゼンテー
ションをしたりすることができる。不慣れな状況にも対処できる。
社会問題や時事問題、専門的な話題について書かれたやや複雑な文
章や抽象度の高い文章、および心情を表す文章を読んで理解ができ
る。また、幅広い話題について論理的で詳細な文章を書くことがで
きる。

1. 個人間、社会、学問、職業の世界で通常出合う話題について、長
い会話や議論の複雑な流れを理解することができる。大抵のニュー
スや時事問題の内容も分かる。
2. スライドや映像などからの情報を得ながら、専門的な分野につい
ての説明、報告、プレゼンテーションを聞いて、知らない語句や内
容があっても、概要を聞き取り、理解することができる。また、話
し手の視点や事柄に対する姿勢も汲み取ることができる。

1. 社会問題や時事問題、専門的な話題について書かれた新聞記事、
論説、評論など、やや複雑な文章や抽象度の高い文章を読んで、適
切な参考資料を必要に応じて選んで使いながら、文章の構成をふま
えて内容を理解することができる。
2. さまざまな話題の内容に深みがある読み物や心情を表す文章を読
んで、文脈や詳細な表現意図をおおよそ理解することができる。

1. 社会問題や時事問題、専門的な話題などの幅広い話題について、
対話することができる。
2. 自分の意見を明確に表現し、説得力のある議論をすることができ
る。途中からでも議論に加わることができる。
3. 場の雰囲気を壊さずに発言権を取って、会話を始め、続け、終え
ることができる。

1. 社会問題や時事問題、専門的な話題などの幅広い話題について、
明確かつ論理的に述べたりプレゼンテーションをしたりすることが
できる。
2. どのような質問に対しても十分対応できる。

1. 社会問題や時事問題、専門的な話題などの幅広い話題について、
明瞭で詳細な説明文を書くことができる。
2. 論拠、論点を整然と展開して、複数の見解を相互に関連付け、小
論文やレポートを書くことができる。

 添付(23)

【資料】「ヒューマンアカデミー日本語学校Can doリスト（日本語教育の参照枠を参照して作成した。以下「HAJL* Can doリスト」と称する。 ＊Human

Academy Japanese Language School ）


